
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２０日（土）～２３日（火）、宮古地区各会場

において、第６０回宮古地区中学校総合体育大会が開

催されました。本校においては、野球競技における優

勝を含め、合計５団体での入賞等がありました。 

【地区中総体報告会 校長の話（一部抜粋）】 

県大会に出場するチームについては、地区の代表と

しての誇りをもち、自分たちの力を信じて、さらに高

い目標に挑戦してほしいと思います。 

本大会で部活動を引退する３年生の皆さんについては、結果はそれぞれ違うかもしれませんが、

皆さんが積み重ねてきた努力や仲間との時間は、決して消えることのない財産です。苦しいことか

ら逃げずに挑戦した経験は、これからの学校生活や人生の様々な場面で皆さんを支えてくれます。 

新人チームとなる１・２年生の皆さんは、先輩たちの姿を一番近くで見てきました。勝つことだ

けでなく、仲間を大切にすること、最後まで諦めないこと、努力を続けること、そして岩中生の一

体感や団結力を受け継いでほしいと思います。新たな目標に向かって一歩ずつ成長していくことを

願っています。 

最後に、大会結果にかかわらず、ここまで支えてくださった方々への感謝の気持ちを言葉や行動

で伝えてほしいと思います。感謝できる人は成長し続けることができるからです。 
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← 学 校 Ｈ Ｐ

はこちら  

自分たちらしさが輝く！ 

彩煌なチームで挑んだ地区中総体！！ 

【成績】 

〇野球〈第１位〉県大会出場 

〇サッカー〈第２位〉県大会出場 

〇バレーボール〈第２位〉県大会出場 

〇バスケットボール〈第３位〉 

〇ソフトテニス団体戦〈第３位〉 



 ６月２６日（金）に行われたサッカーワールドカップの日本対スウェーデン戦を本校のホ

ールにて、全校生徒を対象としてライブ観戦を実施しました。 

 今回の観戦の最大の目的は、世界最高峰の舞台を「リアルタイムで、学校の仲間と共にみ

る」という体験にあります。 

結果の分からない「今、この瞬間」の緊張感を共有し、ゴールが決まった瞬間に一斉に沸

き起こった歓声と笑顔は、まさに日本代表と学校が一つになった瞬間でした。 

 生徒たちには、この貴重な経験を今後の学校生活や、自身の限界に挑戦するエネルギーに

変えていってほしいと願っています。ブラボー日本代表！ありがとう日本代表！ 

 

 

  

 

 文部科学省のスポーツ基本計画では、スポーツとの関わり方には「する」「みる」「支え

る」「知る」の４つの楽しみ方（視点）があるとされています（１年保健体育より）。 

今回の学校観戦は、単に試合を「みる」だけでなく、これら４つの視点すべて網羅され

た「生きた教材」となりました。この教材から得た学びを糧に、生徒たちが自らの可能性

を広げ、仲間と共に高め合っていけるよう、今後の教育活動に生かしてまいります。 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点 内容 具体的な楽しみ方・魅力 

する 自分で体を動かして楽しむ 
・運動する爽快感や達成感を味わう・新しい技術や記録の向上

に挑戦する・健康づくりや体力向上、ストレス解消につながる 

みる 試合や選手を観戦して楽しむ 
・迫力あるプレーや感動を味わう・家族や仲間と喜びや悔しさを

共有する・好きな選手やチームを応援する 

支える 
スポーツに関わる人を支え、場

をつくる 

・ボランティアや大会運営に参加する・指導者やマネージャーと

して選手を支える・スポーツを楽しめる環境づくりに貢献する 

知る 
スポーツについて学び、理解を

深める 

・ルールや戦術、データを学ぶ・選手や大会の歴史・文化を知

る・トレーニングや栄養など科学的な知識を身に付ける 

スポーツの多様な楽しみ方 ～保健体育の授業より～ 


